
佛
説
嗟
韈
曩
法
天
子
受
三
歸
依
獲
免
惡
道
經

に
就
て

高

畠

寛

我

先

づ

經

名

の
解

釋

を

せ

ん

に
、

嗟

韈

曩

と

は
梵

語

∩
饗

く
9
鬘

の
晋

譯

で
、

.O
y
a
v
a
n
a

と

は

下

生

、

轉

生

等

を

意

味

す

る

の

で
隔

帥

ち

、

命

経

り

て
他

生

を

受

け

る

こ

と

を

い

ふ

の

で
、

こ

玉

で
嗟

韈

曩

法

天

子

と

は

轉

生

の
法

を

有

す

る

天

子

、

又

は
轉

生

す

る
た

め

に

命

終

の
運

命

に

あ

る

天
子

の
意

味

で
、

こ
の

天

子

が

三
寶

歸

依

の
功

徳

に

よ

り

て
、

悪

道

に

生

れ

る

の

を

冤

れ

獲

た

こ

と

を
読

け

る

經

で
あ

る
。

本

經

は

頗

る
短

經

で
、
正

藏

第

十

五

卷

經

集

部

の

一
二

九

頁

-

一
三

〇

頁

に

亘

る
も

の

で

、
そ

の
梵

文

は

、
大

體

、
U
守
ヤ

鋤
轟

島

鬘

の
第

-}-
g
j,'

S
�
k
a
r
ik
餅
v
a
d
肄

a

C
Y
・
1
8
-
19
6
.
D
iv
y
�
,)

に

相

當

す

る

も

の

で
あ

る
、

佛

蘭

西

の

レ
オ

ン
、

フ
ェ

ー

ア

(
L
�
�
n

F
e
e
r
)

氏

は

其

著

甘
珠

爾

拔

萃

F
r
a
g
m
e
n
ts
e
x
tr
巴
ts
d
u

K
a
n
d
jo
u
r
(
A
n
n
a
l
e
s
-M

u
s
�
e

G
u
im
e
t
5
)

に

於

て

OQ
q
牢

a
r
ik
a
a
v
a
d
　　.n
a

が

そ

の
藏

譯

と

し

て

M

d
o

X
I
3

C
F
o
lio

4
2
7-

43
U
7

に

存

し

、

全

く
梵

文

と

一
致

す

る

こ

と
を

蓮

べ

、

そ

の
佛

譯

を
掲

げ

て
居

る
、

本

論

は

こ

の

經

が
、
後

に

、
寶

喩

鬘

經

(
因
§
昌
ρ
8
四
団
く
巴

碧

騨
)

に
於

て
大

乘

的

に
潤

飾

檜
廣

せ

ら

れ

た

る

ω
口
冨

・

r
y
a
v
a
d
�
n
a

C
R
a
tn
t、m
�
li箇
v
a
d
�
n
a
P
:
7
7
-
8
5
)
と

し

て
存

在

せ

る

も

の

と
比

較

し

て
、

古

經

典

が

大

乘

經

典

に
發

展

せ

る

一
樣

相

を

見

ん

と

す

る

も

の

で
あ

る
。

今

本

經

の
梵

文

(
D
iv
q
�
v
a
d
�n
a
P
.
1g
3
.-
-19
Fi)
を

次

に

和

譯

す

る
。

佛
説
嵯
纖
閉蠱
幽法
天
子
受

三
歸
㌘
依
獲
免
惠
道
經

に
就

て

(
高
畠
寛
我
)
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轉

生
す
る
運
命

に
あ
る
天
子
に
は
法
と
し
て
實
に
、
五
種
の
前
相

が
現
は
れ
る
、
先
に
は
糠
れ
な
か

つ
た
衣
服
は
穢
れ
る
、
先
に
は

萎
ま
な
か
つ
た
花
鬘
が
萎
む
、
惡
臭
が
身
に
生
す
る
、
兩
腋
か
ら
汗
が
出
る
、
轉
生
の
邏
命
に
あ
る
天
子
は
自
分
の
座
に
安
佳
す
る
こ

と
を
得
な
い
、
さ
て
、
と
あ
る
轉
生
の
運
命
に
あ

つ
た
天
子
は
地
上
に
ま
ろ
び
、
輾
轉
し
て
云
ふ
た
、
苦
し
い
か
な
、
あ
N
天
の
漫
流
よ
、

あ

玉
蓮
池
よ
、
あ

玉
井
泉
よ
、
あ
玉
衆
車
苑
よ
、
あ

玉
驪
悪
苑
よ
、
あ
玉
喜
林
苑
よ
、
あ

玉
雜
林
苑
よ
、
あ

玉
圓
生
樹
よ
、
あ
玉
青
白

の
氈
布

の
如
き
驪
耽
よ
、
あ

玉
諸
天
の
會
堂
よ
、
あ

玉
喜
見
城
よ
、
と
い
ふ
て
、
彼
は
切
々
と
し
て
悲
し
ん
だ
、
諸

天
の
主
長
な
る
帝

釋
天
は
、
か
の
天
子

の
甚
し
く
地
上
に
ま
ろ
び
、
輾
轉
し
て
居
る
の
を
見
た
。
見
て
、
か
の
天
子
の
方

へ
近
づ
い
て
、
か
の
天
子
に
か

く
云
ふ
た
。
友
よ
、
御
身
は
、
何
故
に
、
甚
し
く
地
上
に
ま
ろ
ぴ
、
輾
轉
し
て
切

女
と
し
て
悲
し
み
、
あ

玉
天
の
漫
流
よ
、
あ

玉
蓮
池

よ
、

あ

玉
井
泉
よ
、
あ

玉
衆
車
苑
よ
、
あ
玉
驫
悪
苑
よ
、
あ

玉
喜
林
苑
よ
、
あ
玉
雜
林
苑
よ
、
あ

玉
圓
生
樹
よ
、

あ
玉
青
白
の
氈
布

の

如
き
」驥
耽
よ
、
あ

玉
諸
天
の
會
堂
よ
、
あ

玉
善
見
城
よ
と
い
ふ
て
切
女
と
し
て
悲
し
む
や
と
。
か
く
云
は
れ
て
、
天
子
は
諸
天
の
主
長
、

帝
釋
天
に
か
く
云
ふ
た
、
僑
尸
迦
よ
、

こ
の
私
は
天
の
樂
し
み
を
享
受
し
た

の
で
あ
る
が
、
今
よ
り
七
日
目
に
王
舍
城
に
て
猪
の
腹
に

生
れ

る
で
あ
ら
う
、
そ
こ
で
私
は
多
年
、
糞
尿
を
食
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
と
。
そ
の
時
、
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
は
悲

愍
を

以
て
、
そ
の
天
子
に
か
く
云
ふ
た
、

「
來
れ
、
友
よ
。
御
身
は
兩
足
あ
る
も
の
玉
中
の
最
勝
な
る
も
の
な
る
覺
者
に
歸
依
せ
よ
、

離
欲

の
最
も
勝
れ
た
る
も
の
な
る
法
に
歸
依
せ
よ
「
衆
團
中
の
最
も
勝
れ
た
る
も
の
な
る
僣
衆
に
歸
依
ぜ
よ
、」

と
。

こ
の
時
、
か
の

天
子

は
、
畜
生

の
胎
内
に
生
れ
る
恐
怖
に
怖
れ
、
死
の
恐
怖

に
怖
れ
て
、
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
に
か
く
云
ふ
た
、
僑
尸
迦
よ
、
こ

こ
に
私
は
兩
足
あ
る
も
の
の
屯

の
最
勝
な
る
も
の
な
る
覺
者
に
歸
依
し
ま
ず
、
離
欲
の
最
も
勝
れ
た
る
も
の
な
る
法
に
歸
依
し
ま
す
、

衆
團
中
の
最
勝
な
る
も
の
な
る
僭
衆
に
歸
依
し
ま
す
、
と
。
さ
て
、
か
の
天
子
は
三
歸
依
を
攝
受
せ
る
も
の
と
な

り
て
、
そ
の
生
を
去

り
.

死
し
て
兜
率
天
に
於
け
る
天
部
衆

の
・甲
に
生
れ
た
。



凡

そ
常
法
と
し
て
實
に
諸
天
の
智
見
は
下
方
に
轉
じ
動
き
、
上
方
に
は
轉
じ
動
か
な
い
。
こ
の
時
、
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
は
か

の
天
子
を
觀
察
す
る
。
か
の
天
子
は
牝
猪

の
腹
中
に
生
れ
た
り
や
、
叉
は
爾
ら
ざ
る
か
と
。
乃
至
彼
は
見
る
。
畜
生
餓
鬼
中
に
生
れ
て

居
な

い
。
地
獄
申
に
生
れ
た
の
で
あ
る
と
見
る
に
生
れ
て
居
な
い
。
人
間

の
同
分
中
に
生
れ
た
の
で
あ
る
と
見
る
に
、
生
れ
て
居
な

い
。

の

四
大
王
衆
天
、
三
十
三
天
を
觀
察
し
始
め
た
、
そ
こ
に
も
見
な
か

つ
た
。
こ
の
時
、
諸
天
の
主
長
な

る
帝
釋
天
は
奇
異

の
念
を
生
じ
て

世
尊

の
居
ま
す
方
に
近
づ
い
た
、
近
づ
い
て
世
尊
の
兩
足
を
頭
に
て
拜
し
て

一
隅
に
座
し
た
。

一
隅
に
座
し
て
諸

天
の
主
長
な
る
帝
釋

天
は
世
尊
に
か
く
申
上
げ
た
、

「
大
徳
よ
、

こ
N
に
私
は
、
と
あ
る
轉
生
の
運
命
に
あ
る
天
子
が
地
上
に
ま
ろ
び
、
苦
し
い
か
な
、
あ

玉
天
の
漫
流
よ
、
あ

玉
蓮
池

よ
、

あ
玉
井
泉
よ
、
あ
玉
衆
車
苑
よ
.
あ

玉
鏖
惡
苑
よ
、
あ
玉
喜
林
苑
よ
、
あ
玉
雜
林
苑
よ
、
あ

卸
圓
生
樹
よ
、

あ
X
青
白
の
氈
布
の

如
き
扁
石
よ
、
あ
x
諸
天
の
會
堂
よ
、
あ

エ
善
見
城
よ
と
云
う
て
切

々
と
し
て
悲
し
む
を
見
た
、
そ
の
彼
れ
に
自
分
は
言
う
た
、

「
友

よ
、
御
身
は
何
故
に
、

い
た
く
、
歎
き
、
悲
し
み
、
號
泣
し
、
懊
惱
し
、
昏
迷
に
陷
れ
る
か
」
と
。
彼
は
か
や
う
に
言
う
た
。
「
僑
尸
迦

よ
、

こ
の
私
は
天
の
樂
し
み
を
棄
て
N
、
今
よ
り
七
a
目
に
、
王
舍
城
に
於
け
る
牝
猪

の
胎
内
に
生
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
私
は
多

年
、
糞
尿
を
食

べ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
」
と
、
そ
の
彼
に
自
分
は
か
よ
う
に
言
ふ
た
。
「
來
れ
、
友

よ
、
御
身
は
、
兩
足

あ
る
も
の
玉
の
中

の
最
勝
な
る
も
の
な
る
覺
者
に
歸
依
せ
よ
、
離
欲
の
最
も
勝
れ
た
る
も
の
な
る
法
に
歸
依
せ
よ
、
衆
團
中
の
最
勝
な

る
も

の
な
る
僭
衆
に
歸
依
せ
よ
」
と
。
彼
は
か
く
言
う
た
、

「僑

尸
迦
よ
、
こ
の
私
は
兩
足
あ
る
も
の
玉
中
の
最
勝

な
る
も
の
な
る
覺

者
に
歸
依
し
ま
す
、
離
欲
の
最
も
勝
れ
た
る
も
の
な
る
法
に
歸
依
し
ま
す
、
衆
團
中

の
最
勝
な
る
も
の
な
る
僭
衆
に
歸
依
し
ま
す
」
と

も

も

言
う
て
彼
の
天
子
は
命
絡
し
ま
し
た
。
大
徳
よ
、
か
の
天
子
は
絢
處

に
生
れ
ま
し
た
か
」
と
。
世
尊
は
宣
う
た
、

「僑
尸
迦
よ
肺
兜
率

り

も

も

も

し

し

と
名

け
る
天
界
は

一
切
諸
欲
が
成
滿
し
て
居
る
、
か
の
天
子
は
こ
x
に
て
三
歸
依
を
な
し
て
、
そ
こ
に

(
生
れ
)
て
樂
し
み
居
る
の
で

佛
読
嗟
韈
曩
法
天
子
受
享
餓
依
獲
免
悪
逍
經
に
就
て

(高
畠
寛
我
)

一
一
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あ
る
」

と
。

こ
こ
に
、
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
は
歡
喜
し
て
、
正
に
ご
の
時
に
次
の
偈
を
読

い
た
、

佛

に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

人
身
を
棄
て
、
天
身
を
獲
得
す
る
。

法
に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

人
身
を
棄
て
玉
、
天
身
を
獲
得
す
る
。

僭
伽

に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

入
身
を
棄
て
玉
、
天
身
を
獲
得
す
る
。

こ
の
時
、
世
璽
・は
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
の
読
き
た
る
を
隨
讃
し
て
か
く
言
う
た
、
橋
尸
迦
よ
、
是

の
如
く
で
あ
る
、
是
の
如
く

で
あ
る
、

佛

に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

人
身
を
棄
て

玉
天
身
を
獲
得
す
る
。

法

に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

人
身
を
棄
て

玉
、
天
身
を
獲
得
す
る
、

僭
伽
に
歸
依
す
る
も
の
だ
ち
は
惡
趣
に
行
か
な
い
、

入
身
を
棄
て

玉
天
身
を
獲
得
す
る
、

こ
の
時
、
諸
天
の
主
長
な
る
帝
釋
天
は
、
世
尊
の
読
か
れ
た
る
を
歡
び
、
隨
喜
し
て
、
世
尊

の
兩
足
を
頭
に
て
拜

し
、
世
尊
を
三
た

び
右
繞
し
、
合
掌
し
て
世
奪
鷺
禮
し
つ
玉
、
其
處
に
て
淌
え
去

つ
た
。



と
、
吉
群
な
る
尊
き
因
縁
談
に
於
け
る
第
十
四
、
猪
因
縁
談
。

以
上
が
デ
ィ
ギ
ァ
ー
ブ
ダ
ー
ナ
の
中
の
猪
因
縁
談

で
あ
る
が
、
次
に
ラ
ト
ナ
マ
ー
ラ
ー
ブ
ダ
ー
ナ
の
中
に
現
は
れ
た
同
因
縁
談

を
和

譯
す
る
。

か
く
て
、
ま
た
、
行
者
の
王
に
し
て
勝
者
の
子
な
る
優
波
麹
多
は
三
寶
憶
念
の
功
徳
を
語
る
べ
く
、
王
に
詭

い
た
。
大
功
徳
威
力
は
、

三
寶
憶
念
よ
り
生
す
る
、
そ
れ
を
予
は
あ
な
た
に
読
き
ま
せ
う
、
王
よ
、
心
を
專
ら
に
し
て
聞
か
れ
よ
。

常
法
と
し
て
實
に
、
天
よ
り
轉
生
す
る
蓮
命
に
あ
る
諸
天
に
は
、
自
己
に
、
五
つ
の
前
相
が
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
、
轉
生
の
際
に
は

先

に
穢
れ
な
か
つ
た
衣
服
が
穢
れ
る
で
あ
ら
う
、
先
に
萎
ま
な
か
つ
た
花
鬘
が
、
速
や
か
に
、
萎
む
で
あ
ら
う
、
惡
臭
が
身
よ
り
發
す
り

る

で
あ
ら
う
、
兩
腋
よ
り
汗

が
出
る
で
あ
ら
う
、
轉
生
の
時
期
に
達
し
た
時
に
は
、
自
分
の
座
に
安
佳
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら

の
五
相
が

一
切

の
天
か
ら
轉
生
す
る
遐
命
に
あ゚
る
も
の
だ
ち
に
、
轉
生
の
時
期
が
來
れ
る
際
に
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
昔
し
、

一
人
の
、

か

く
轉
生
の
運
命
に
あ
る
天
子
に
、
轉
生
の
前
に
、

こ
れ
ら
の
五
相

が
現
は
れ
た
。
こ
の
時
、
轉
生
の
蓮
命
に
あ

る
か
の
天
子
は
失
望

せ
し
め
ら
れ
た
、
天
よ
り
の
轉
生
は
必
定
で
あ
る
と
思
ひ
、
心
惑

ふ
て
啼
泣
し
た
。
自
分
の
天
宮
に
あ
り
た
る
彼

れ
は
、
ま
ろ
び
、
輾

轉

し
て
、
氣
を
失
ふ
た
、
再
び
正
氣
を
と
り
回
し
て
鳴
咽
し
て
悲
し
ん
だ
。
あ
玉
天
の
漫
流
よ
、
蓮
花

に
滿
ち
た
る

(
池
)
よ
、
功
徳

あ

る
水
を
有
す
る
も
の
よ
、
汝
の
所
に
て
沐
浴
し
た
る
も
、
何
故
に
わ
れ
は
こ
玉
を
離
れ
て
惡
趣
に
行
く
の
で
あ
ら
う
か
、
あ
玉
衆
車

苑
を
棄
て
玉
、

い
つ
こ
に
、
意

の
ま

玉
に
遊

ぶ
べ
き
か
、
あ

玉
樂
し
き
善
林
苑
を
棄
て
玉
わ
れ
は
い
つ

こ
に
樂
し
む
べ
き
か
、
あ
玉
天

の
雜

林
苑
を
棄
て
玉
今
、
い
つ

こ
に
樂
し
む
か
、
あ

玉
驫
惡
苑
を
棄
て
乂
い
つ
こ
に
、
天
女
と
共
に
樂
し
む
で
あ
ら
う
か
、
あ

玉
、
青

佛
説
幽暁
跏戦
疊
納法
天
子
受
三
歸
依
一獲
免
惡
道
纒
一に
就
へて
(
高
畠
寛
我
)

一
三
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白

の
氈
布

の
如
き
扁
石
な
く
し
て
い
つ

こ
に
樂
を
得
よ
う
か
、
あ
玉
諸
天
の
衆
會
を
棄
て
玉
、

い
つ
ご
に
善
読
を
聞
く
で
あ
ら
う
か
、

あ

玉
、
あ
玉
、
樂
し
き
善
見
の
城
邑
を
棄

て
て
、
わ
れ
は
こ
の
生
を
去
り
て
、
行
く
で
あ
ら
う
、
帝
釋
天

の
最
勝
宮
を
何
れ
の
時
に
わ

れ
は
ま
た
見
る
で
あ
ら
う
か
。
あ
玉
、
帝
釋
天
を
首
め
と
す
る
諸
天
と
の
戲
れ
を
樂
し
み
た
る
に
、
今
や
、
そ
を
聞
く
こ
と
す
ら
の
樂

し

み
を
、
ど
こ
に
も
わ
れ
に
得
ら
れ
な
い
。
あ
玉
天
の
甘
露
を
棄

て
乂
、
今
、
何
を
食

ふ
で
あ
ら
う
か
、
天
の
欲
樂

を
享
け
て
後
、
ま
た

惡
趣
に
至
り
地
獄
に
於
て
幾
ば
く
の
苦
を
受
け
る
た
め
に
わ
れ
は
行
く
の
で
あ
ら
う
か
、

こ
の
天
の
大
歡
喜
を
失

ひ
て
わ
れ
は
地
獄
に

行
き
、
大
苦
に
苦
し
め
ら
れ
、
そ
の
時
、
如
何
に
し
て
堪

へ
る
で
あ
ら
う
か
、
あ

x
わ
れ
は
自
分
の
罪
に
て
壞
れ
た
、
わ
れ
に
ょ
り
如

何
な
る
罪
が
爲
さ
れ
た
る
か
、
そ
の
罪
に
依
り
、
こ
の
天
か
ら
沒
し
て
地
獄

へ
行
く
で
あ
ら
う
、
惡
趣

に
行
か
な

い
や
う
に
如
何
な
る

方
法
を
な
す
で
あ
ら
う
か
、
私
を
法
に
結
び
つ
け
る
で
あ
ら
う
私
の
師
は
何
人
か
こ
こ
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
、
地
獄
に
あ
る
と
も
有
情

は
法
に
よ
り
て
護
ら
れ
る
、
法
な
く
し
て
は
、

こ
こ
で
、
神
す
ら
も
天
よ
り
ま
た
落
ち
る
。
何
を
な
さ
ん
か
、
い
つ
こ
に
行
か
ん
か
、

こ

玉
で
は
方
法
が
考

へ
ら
れ
な
い
。
如
何
に
し
て
も
、
わ
れ
は
、
こ
玉
よ
り
離
れ
て
、
貴
に
惡
趣
に
行
く
で
あ
ら
う
。

こ
N
か
ら
離
れ

た

る
わ
が
生
は
何
れ
の
所
に
得
ら
る
べ
き
か
、
と
勇
を
集
め
て
、
意
に
て
か
く
觀
じ
た
。

こ
玉
を
離
れ
て
第
七
日
に
猪
の
生
が
得
ら
る

べ
き
で
あ
る
と
、
か
く
自
分
に
得
ら
れ
た
生
趣
を
見
て
自
失
し
て
倒
れ
た
。
こ
の
時
、
大
因
陀
羅
は
、
か
の
地
に
倒
れ
て
自
失
せ
る
を

見
て
、
直
ち
に
近
づ
き
て
、
甘
露
液
も
て
注
い
だ
。
そ
れ
よ
り
彼
は
正
氣
を
得
て
徐
か
に
起
ち
て
彼

の
主
を
見
て
、
兩
足
を
抱

い
て
、

禮

し
て
、
泣
き
な
が
ら
、
か
く
請
ふ
た
。
「
あ

玉
、
あ

x
、
主
よ
、
御
身
は
大
因
陀
羅
で
あ
る
、

一
切
世
界
の
君

で
あ
り
、
主
で
あ
る
。

下

に
倒
れ
た
る
わ
れ
を
見
て
、
忽
諸
に
付
す
べ
き
で
は
な
い
。
御
身
は
實
に
世
界
の
王
で
あ
り
、
主
で
あ
り
、
支
持
者
で
あ
る
。
御
身

は
保
護
者
で
あ
る
、
法
の
歡
示
者
で
あ
る
。
さ
れ
ば
わ
れ
を
護
る
べ
き
で
あ
る
。
御
身
を
除

い
て
、
他
の
何
れ
の
保
護
者
も
こ
乂
に
實

に
存
し
な
い
。
さ
れ
ば
同
情

の
眼
に
よ
り
、
支
持
し
て
、
わ
れ
を
救

へ
。
主
よ
、
若
し
御
身
す
ら
、
わ
れ
を
救
ふ
能
は
ざ
れ
ば
、
主
よ
、



他

の
何
入
が
わ
れ
を
救
ふ
で
あ
ら
ヶ
、
あ

X
、
わ
れ
は
壞
れ
て
地
獄
に
行
く
で
あ
ら
う
、
漫
流

に
て
御
身
と
共
に
沐
浴
し
て
、
わ
れ
、

身
な
ほ
清
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
如
何
に
し
て
地
獄
に
行
き
て
不
淨
を
行
じ
つ
N
佳
す
る
で
あ
ら
う
か
。
天
女
衆
と
共
に
常
に
喜
林
苑
に

・さ
ま
よ
ひ
、
天
の
合
唱
音
樂
等
に
よ
り
い
た
く
喜
ば
さ
れ
わ
れ
は
樂
し
む
。
今
や
、
こ
x
よ
り
地
上
に
落
ち
て
、
王
舍
城
に
近
き
磽
埆

の
地
に
て
、
第
毛

日
に
、
猪

の
生
を
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
に
て
糞
尿
等
の
諸
の
汚
物
を
も
辛
う
じ
て
得
て
食
ひ

て
、
獵
夫

の
群

に
襲

は
れ
つ
玉
さ
ま
よ
ふ
で
あ
ら
う
。
幾
千
の
多
年
の
間
、
か
く
猪
の
子
と
な
り
て
、
糞
便
の
汚
物
の
中
に
轉
動
し
、

さ
ま
よ
ひ
て
佳
す
る

で
あ
ら
う
。
か
く
、
御
身
と
共
に
、
天
の
甘
露
を
享
受
し
、
樂
し
み
て
、
如
何
に
し
て
地
獄
に
行
き
て
、
さ
ま
よ
ひ
て
諸
の
汚
物
を
食

ふ
か
。

こ
の
、
望
み
の
ま

N
の
果
實
を
與

へ
る
如
意
樹
を
捨
て
玉
磽
桷
の
地
の
樹
木
に
依
佳
し
て
、
そ
の
時
、
何
を
食

ふ
で
あ
ら
う
か
。

い
か
に
し
て
も
、
わ
れ
は
、

こ
N
よ
り
離
れ
て
、
實
に
己
が
業
に
よ
り
動
か
さ
れ
、
種
汝
の
苦
を
受
く
べ
く
地
獄

に
行
く
で
あ
ら
う
、

わ
れ
に
、
慈
悲
あ
る
御
身
に
よ
り
て
、
速
や
か
に
惡
趣
よ
り
放
た
れ
、
天
趣

に
赴
く
べ
き
其
方
法
が
與

へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
何
れ
に

し
て
も
、
主
よ
、、
御
身
に
、
わ
れ
に
對
し
悲
愍
あ
ら
ば
、
わ
れ
を
護
れ
。
御
身
、
落
ち
た
る
わ
れ
を
見
て
忽
諸

に
附
す
る
は
ふ
さ
は
し

か
ら
す
。
御
身
は
實
に
世
間
の
師
で
あ
る
、

一
切
世
界
の
君
で
あ
る
。
主
で
あ
る
、
さ
れ
ば
、
速
や
か
に
、
わ
れ
を
努
力
し
て
救
ふ
べ

・き
で
あ
る
。
こ
れ
が
實
に
御
身

へ
の
わ
が
最
後

の
對
面
な
る
べ
し
。
百
千
の
生
に
よ
る
も
、
實
に
繋
面
は
得
難
か

る
べ
し
、
と
。
か
の

天
子
は
か
の
神

女
の
主
に
か
く
語
り
な
が
ら
、
兩
足
に
禮
し
て
、
面
に
涙
を
流
し
て
諦
覗
し
て
、
立

つ
た
ゆ

こ
の
時
か
の
帝
釋
天
は
か
く
語
れ
る
を
見
て
、
慈
悲
の
こ
も
り
た
る
心
も
て
彼
を
慰
め
て
云
ふ
た
。

「涕
泣
す

る
勿
れ
、
賢
者
よ
。

勇
を
鼓
せ
よ
、
泰
然
た
れ
。
い
か
に
諸

の
努
力
が
な
さ
る
X
も
、
い
か
に
し
て
も
死
は
必
定
で
あ
る
。
死
は
最
大

の
ガ
あ
る
も
の
で
實

に

一
切
有
情
の
終
り
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

一
切
は
死
に
よ
り
て
奪
は
れ
る
、
死
は
何
に
よ
り
て
亡
ぼ
さ
れ
る
か
。

一
切
處
に
於
て
、

」

切
の
三
界
に
於
て
さ

へ
も
防
が
る
べ
き
で
は
な
い
、

一
切
の
生
類
に
は
全
く
死
が
必
定
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
死
を
恐
れ
る
勿
れ
。
何

佛
説
嗟
韈
曩
法
天
子
受
三
灘
依
獲
免
悪
道
經
に
就
て

(高
畠
寛
我
)

一
五
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が
失
望
に
依
り
て
成
就
す
る
か
、
さ
れ
ば
甼
錚
を
持
し
て
三
寶
に
歸
依
せ
よ
。
彼
等
に
歸
依
し
て
常
に
、
專
ら
、
念
ぜ
よ
。
そ
れ
よ
か

汝

は
悪
趣
を
冤
れ
て
、
善
趣
を
得
べ
し
。
こ
れ
こ
そ
實
に
輪
廻
に
於
て
群
運
を
得

る
爲
め
の
大
方
便
で
あ
る
。
死

が
必
然
に
凡
て
に
共

通

で
あ
る
と
き
に
實
に
他
に
何

(
の
方
便
)
も
存
在
し
な
い
。
さ
れ
ば
他

の
心
を
捨
て
玉
三
寶
を
念
じ
、
南
無
佛
陀
、
南
無
達
磨
、
南

リ

セ

ね

セ

　

サ

無
僭

伽
と
云
ふ
て
敬
事
せ
よ
。
三
寶
の
憶
念
を
持
し
て
死
せ
る
人

女
は
、
功
徳
分
を
享
け
て
次
第
に
菩
提
行
を
得

て
、
終
に
極
樂
に
行

も

つ

も

も

も

も

も

カ

し

カ

く
べ
し
。
汝
も
亦
、
三
寶
を
念
じ
て
、
死
し
て
、
よ
く
功
徳
を
持
ち
、
次
第

に
菩
提
行
を
得
て
、
極
樂
に
行
く
べ
し
と
、
か
く
因
陀
羅

に
依
り
て
歡

へ
ら
れ
た
る
を
聞

い
て
、

こ
の
時
、
か
の
天
子
は
し
か
す

べ
し
と
隨
喜
し
て
、
ま
た
禮
し
て
か
く
云
ふ
た
。
「
今
よ
り
後
、

大
因
陀
羅
よ
、
わ
れ
は
三
寶
を
常
に
憶
念
し
、
彼
等
に
歸
依
し
て
實
に
信
奉
者
と
な
る
で
あ
ら
う
、」
と
い
ぴ
て
彼

は
、
大
因
陀
羅
の
前

に
立
ち
て
、
合
掌
し
、
隨
念
し
て
三
寶
に
露
依
し
て
宣
言
し
た
、

「
覺
者
な
る
吉
鮮
者
に
歸
命
す
、
法
な
る
救
度
者
に
歸
命
す
、
僣
伽

な
る
保
護
者
に
歸
命
す
、

一
切
時
に
わ
れ
は
歸
命
し
敬
禮
す
る
、
今
よ
り
以
後
、
わ
れ
は
常
に
三
寶
に
歸
依
す
る
、
信
奉
者
と
な
り
て
、

し

り

し

セ

ら

わ

常

に
歸
命
し
、
憶
念
す
る
で
あ
ら
う
、」
と
い
ふ
て
、
か
の
天
子
は
死
時
至
り
て
沒
し
た
。

い
み
じ
き
功
徳
よ
り
彼

は
兜
牽
の
天
界
に

う

し

も

セ

も

わ

ゆ

生
れ
て
あ
つ
た
、
常
法
と
し
て
實
に
、
諸
天
の
神

女
が
天
よ
り
沒
す
れ
ば
彼
等
は
下
界
に
行
く
べ
く
、
し
か
し
、
上
部

の
佳
所
に
は
行

か
な
い
で
あ
ら
ヶ
。

こ
の
時
、
か
の
帝
釋
天
は
、
天
よ
り
沒
し
た
る
彼
を
見
て
、
何
處

に
彼
れ
は
生
を
得
た
る
か
と
下
界
を
觀
察
し
た
、

彼

れ
は
猪
の
胎
内
に
生
れ
た
る
か
と
す
べ
て
の
所
を
見
た
る
も
、
い
つ

こ
に
も
彼
れ
を
見
な
か
つ
た
。
そ
れ
よ
り
彼
れ
は
驚

い
て
天
眼

に
て
ま
た
、
何
處
に
彼
れ
は
生
を
得
た
る
か
と
、
か
く
觀
察
し
た
。
あ

玉
畜
生
中
に
生
れ
た
り
、
餓
鬼
中
に
生
れ
た
り
、
或
は
地
獄
中

に
生
れ
た
り
と
か
く
觀
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
三
界
に
も
、
遍
ね
き
所
に
彼
れ
を
見
な
か
つ
た
。
そ
れ
よ
り
或
は
人
界
中
に
生
れ
た
り
と

見
た
。
か
の
紳

女
の
主
は
そ
こ
に
も

一
切
の
處
に
彼
れ
を
見
な
か
つ
た
。
そ
れ
よ
り
、
四
大
王
天
の
佳
處
に
生
れ
た
の
で
あ
る
と
そ
の

中

に
於
て

一
切
處
に
於
て
觀
察
し
た
る
が
見
な
か
つ
た
。
そ
れ
よ
り
帝
釋
天
は
驚

い
て
仞
利
天

(
三
十
三
天
)
に
於
て
觀
察
し
た
る
が
、



そ
こ
に
も
彼
れ
を
、
あ
ま
ね
く
、

い
つ
こ
に
も
見
な
か

つ
た
。
か
く

一
切

の
世
界
に
於
て
、
彼
れ

の
出
生
を
觀
察

し
な
が
ら
、
見
す
し

て
、
驚

い
て
帝
釋
天
は
ま
た
、
か
く
考

へ
た
。
あ

N
自
分
に
よ
り
て
も
見
ら
れ
な
い
と
は
大
希
有

の
こ
と
で
あ
る
。
何
處
に
、
彼
れ
が

確
か
に
生
れ
た
る
か
。
わ
れ
、
そ
の
流
轉

の
状
態
を
解
せ
な
い
。
誰
れ
が
實
に
そ
の
歌
態
を
知
る
で
あ
ら
う
か
、
佛

陀
よ
り
他

の
何
入

へ

も
な
し
。
佛
陀

こ
そ
世
界
の
觀
察
者
で
あ
り
、
大
禪
通
の
所
有
者
で
あ
り
n

三
時
の
知
者
で
あ
る
ρ
そ
れ
故
に
わ
れ
こ
乂
よ
り
行
き
て

正
覺
者
に
近
づ
き
、
か
く
、
申
し
上
げ
て
、
今
、
そ
の
歌
態
を
伺
ふ
べ
き
で
あ
る
と
。
か
く
意
に
て
考

へ
て
、
か
の
天
の
主
は
驚
き
を
以

て
、
速
や
か
に
祗
園
に
於
け
る
勝
者
の
佳
所
に
降

つ
た
。
ぞ
ご
で
か
れ
は
善
逝
を
見
て
、
喜
び
と
驚
き
と
に
滿
ち
て
、
禮
し
て
前
に
立

ち
て
合
掌
し
て
云
ふ
た
。
世
尊
よ
、
こ
x
に
自
分
が
來
り
し
を
知
ら
る
べ
し
、
さ
れ
ど
、
わ
が
問
は
ん
と
欲
す
る
こ
と
を
読
明
し
た
ま

へ
と
。
因
陀
羅
の
言
葉
を
聞
い
て
、
か
れ
、
正
覺
者
な
る
牟
尼
の
主
は
、
か
の
功
徳
あ
る
も
の
玉
佳
處
を
因
陀
羅

に
読
明
せ
ら
れ
た
。

「僑

尸
迦
よ
、
兜
牽
と
名
け
る
世
界
は
顯
榮
著
し
、
か
の
天
は
三
賓
に
歸
依
し
て

(
こ
N
に
)
沒
し
、
そ
こ
に
て
樂

し
む
」
と
牟
尼
の

主
に
依
り
て
読
示
さ
れ
た
る
を
聞

い
て
、
か
の
三
十
天
の
主
は
驚
き
、、
い
た
く
、
悦
喜
し
て
、
禮
し
て
、
か
よ
う
に
讃
歎
の
語
を
發
し

た
。

あ

玉
佛
陀
よ
、
あ

玉
逹
磨
よ
、
あ

N
僣
伽
よ
、
群
運
を
な
す
も
の
よ
、

歸
依
の
み
に
て
す
ら
諸

の
有
情
は
群
蓮

の
佳
所
に
至
る
。

佛
陀
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
彼
等
は
惡
趣

に
行
か
す
。

一
切
の
罪
を
捨
て
玉
天
界
を
得
る
、

法
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
彼
等
は
悪
趣
に
行
か
す
、

人
身
を
捨
て
玉
天
身
を
得
る
、

佛
詭
嵯
韈
曩
法
天
子
受
三
臨
依
獲
免
悪
道
經
に
就
て
(
高
畠
寛
我
)

一
七



東

洋

學

論

韈

.

一
八

僭
伽
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
彼
等
は
惡
趣
に
行
か
す
、

一
切
の
苦
を
捨
て
玉
、
天
の
諸
樂
を
得
る
、

三
寶
を
念
じ
て
必
然
の
死
に
赴
く
と
こ
ろ
の

か
の
人

六
は
幸
に
し
て
妙
徳
あ
り
、
正
覺
の
位
に
到
る
」
と
。

こ
の
時
、
か
の
世
奪
は
帝
釋
天
に
よ
り
か
く
善
読
せ
ら
れ
た
る
を
聞

い
て
、
隨
讃
し
て
か
の
諸
天
の
主
な
る
僑
尸
迦

に
か
く
云
は
れ

た
、

諸
天
の
主
よ
、
汝
が
か
よ
う
に
読
く
や
う
に
實
に
そ
の
通
り
で
あ
る
、

三
寶
を
敬
ふ
か
の
人

女
は
幸

い
で
あ
り
、
妙
徳
が
あ
る
、

佛
陀
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
入

女
は
惡
趣
に
行
か
な
い
。

煩
惱
の
敵
に
う
ち
克
ち
て
正
覺
を
得

る
で
あ
ら
う
。

法
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
人

女
は
悪
趣
に
行
か
な
い
、

魔
の
法
を
離
れ
菩
提

の
法
を
得
る
で
あ
ら
う
、

僭
伽
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
人
女
は
惡
趣
に
行
か
な
い
。

ら

う

も

カ

し

も

も

も

も

諸

の
罪
惡
よ
り
離
れ
て
極
樂
に
行
く
で
あ
ら
う
、

牟
尼
の
主
を
敬
は
な
い
と
こ
ろ
の
人

女
は
有

の
海
に
さ
ま
よ
ひ

正
覺
の
道
よ
り
離
れ
、
死
し
て
惡
趣
に
行
く
。

正
法
を
聞
か
な
い
と
こ
ろ
の
人

女
は
煩
惱
に
燒
盡
さ
れ
、



魔
の
法
を
喜
び
、
汚
惡
と
な
り
死
し
て
悪
趣
に
行
く
、

僣
伽
を
奪
敬
し
な
い
と
こ
ろ
の
人
々
は
善
趣
を
知
ら
す
、

常
に
苦
に
惱
ま
さ
れ
、
墮
落
し
て
惡
趣

に
行
く
。

三
寶
を
誹
謗
す
る
と
こ
ろ
の
人

女
は
汚
惡

と
な
り
、
魔

に
與
し
、

實
に
正
道
に
於
て
行
動
せ
す
死
し
て
惡
趣

に
行
く
。

そ
れ
故
に
、
善
き
人
々
に
し
て
常
に
善
趣
を
欲
す
れ
ば
、

三
寶
を
憶
念
し
て
喜
ん
で
歸
依
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

三
寶
を
念
す
る
と
こ
ろ
の
人
女
は
惡
趣
に
行
か
す
、

ね

も

も

リ

カ

一
切
の
罪
を
捨

て
玉
速
や
か
に
極
樂
に
行
く
、

コ

い

も

む

セ

リ

わ

も

も

セ

ら

も

じ

も

ら

セ

つ

し

極
樂
に
於
て
勝
者
の
主
の
法
を
聞
い
て
隨
喜
し
、

　

も

カ

も

　

カ

じ

ら

カ

の

お

り

菩
提
心
を
得
て
菩
提
行
を
行

ふ
。

そ
れ
よ
り
菩
提
行
を
次
第
に
滿
た
し
て
俗
諦

の
岸

に
逹
し
、

第

一
義
行
を
得
て
滅
を
得
る
で
あ
ら
う
。

、實
に
こ
の
菩
提
道

の
種
子
を
知
り
て
、
僑
尸
迦
よ
、

菩
提
を
欲
求
す
る
人
女
は
、
常
に
三
寶

の
憶
念
を
な
す
べ
く
、

如
何
な
る
時
に
も
常
に
三
寶
の
憶
念
は
棄
て
ら
る
べ
き
で
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
寶
に
歸
依
し
て
行
作
す
べ
き
で
あ
る
。

佛
詭
嗟
韈
曩
法
天
子
受
三
臨
依
獲
免
悪
道
經
に
就
て

(高
畠
寛
我
)

一
九



東

洋

學

論

叢

二
〇

か
く
、
か
の
牟
尼
の
主
に
よ
り
て
読
示
せ
ら
れ
た
の
を
僑
尸
迦
は
聞

い
て
、
か
く
の
如
く
で
あ
る
と
同
意
し
て
、
心
悦
ば
し
め
ら
れ
、

歡
喜
し
た
、
そ
れ
よ
り
彼
は
か
の
世
奪
を
禮
し
て
合
掌
し
て
itl-}N
び
右
繞
し
て
、
ま
た
、
禮
し
て
天
に
行

つ
た
。

そ
れ
よ
り
天
の
都
城

に
至
り
、
善
法
殿
に
立
つ
た
。
天
界

の
紳

女
を
招
い
て
そ
の
事
柄
を
述
べ
た
。
お
ー
、

一
切

の
諸
天
の
群
よ
。
未
曾
有
で
、
大
功
徳
あ

り
、
正
覺
の
原
因
と
い
は
れ
る
そ
の
事
を
、
心
を
集
め
て
聞
け
よ
。
常
法
と
し
て
實
に
諸
天
の
申
に
て
天
よ
り
沒

せ
る
諸
天
達
は
下
方

に
行
き
て
何
れ
も
決
し
て
上
方
に
行
か
な
い
。
し
か
し
、
今
、
天
か
ら
沒
し
た
諸
天
は
、
三
寶
歸
依
を
な
し
て
、
上
方
の
趣
に
行
き
、

い

セ

ね

や

カ

む

カ

下
方
の
生
趣
に
行
か
な
い
で
あ
ら
う
、

見
ら
る
べ
し
、

と
あ
る
天
子
は
三
歸
依
を
な
し
、

天
よ
り
沒
し
て
兜
率
天
に
生
れ
て
、

彼
は

樂

し
む
、
御
身
達
も
ま
た
、
そ
れ
を
見
て
、
心
を
集
め
て
三
寶
に
歸
依
し
、
常
に
憶
念
し
て
尊
重
よ
り
敬
事
す
べ
し
。
そ
れ
に
よ
り
御

し

ら

カ

う

も

う

ら

わ

へ

身
逹
は
、
決
し
て
悪
趣
に
行
か
ざ
る
べ
く
、
常
に
天
樂
を
享
け
て
極
樂
に
行
く
で
あ
ら
う
。
佛
陀

に
歸
依
す
る
と

こ
ろ
の
そ
の
も
の
だ

ち
は
惡
趣
に
行
か
す
、
煩
惱
の
敵

に
打
ち
克
ち
て
、
正
覺
の
地
位
を
得
る
で
あ
ら
う
。
法
に
歸
依
す
る
と
こ
ろ
の
そ
の
も

の
だ
ち
は
、

セ

も

つ

つ

の

セ

も

も

惡

趣
に
行
か
す
、
魔
の
法
を
離
れ
佛
陀

の
法
を
得

る
で
あ
ら
う
。
僣
伽
に
歸
依
し
た
る
と
こ
ろ
の
彼
等
は
惡
趣

に
行
か
す
、

一
切
の
罪

り

し

う

む

へ

ね

も

カ

リ

を
離
れ
て
極
樂

に
行
く
で
あ
ら
う
。
三
寶
を
敬
は
な
い
と
こ
ろ
の
彼
等
は
有

の
海
に
さ
ま
よ
ふ
て
正
法
誹
謗
者
と
し
て
墮
落
し
、
死
し

て
惡
趣
に
行
く
。
諸
の
惡
趣

に
て
さ
ま
よ
ひ
な
が
ら
、
彼
等
は
種
々
の
苦
を
受
け
、
具
悪
分
者
と
し
て
行
動
し
、
善
趣
に
行
か
す
、
さ

れ
ば
苦
を
捨
て
、
樂
を
得

る
べ
く
常
に
望
む
と
ご
ろ
の
彼
等
は
常
に
三
寶
を
憶
念
し
、
歸
依
し
て
敬
事
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
常

に
御
身
に
吉
群
が
あ
り
、
惡
趣
に
行
か
な
い
で
あ
ら
う
。
善
趣
に
ご
そ
行
く
べ
く
、
正
覺
を
も
得
る
で
あ
ら
う
」

と
。
か
の
利
釜
を
望

む
紳

女
の
主
に
ょ
り
て
教
示
せ
ら
れ
た
る
を
彼
等
二

切
諸
天
は
聞
い
て

「
仰
せ
の
ま
乂
に
な
す
べ
し
」
と
い
ふ
て
喜
ん
だ
、
そ
の
時
、

一
切
の
諸
天
は
三
寶

に
歸
依
し
、
常
に
憶
念
し
て
恭
敬
し
奉
事
し
た
。
か
く
て
そ
の
時
、
三
寶
に
歸
依
し
た
る
諸

天
は
天
よ
り
沒
し
て

し

セ

リ

も

も

う

む

う

セ

ロ

ら

わ

　

つ

も

わ

下
方
の
趣
に
行
か
す
、
そ
れ
よ
り
上
方
に
登
り
て
兜
率
の
佳
所
に
往

い
て
、
三
寶
に
歸
依
し
て
彌
勒

に
親
近
し
た
。
か
く
て
帝
釋
天
は



彼
等
の
彌
勒

に
親
近
せ
る
を
見
て
、
隨
喜
を
汝
し
て
諸
天
と
共
に
歡
ん
だ
。

と
師
に
よ
り
わ
れ
に
語
ら
れ
た
る
如
く
、
わ
れ
に
よ
り
御
身
に
語
ら
れ
た
、
大
王
よ
、
か
く
思
ふ
て
三
寶
に
歸
依
せ
よ
。
そ
れ
よ
り
、

御
身
に
常

に
、
い
つ
れ
の
處
に
も
、
必
す
、
吉
詳
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
次
第
に
菩
提
行
を
得
て
正
覺

の
地
位
を
得

る
で
あ
ら
う
、
而
し

て
大
王
よ
法
の
膾
長
の
爲
め
に
御
身

に
よ
り
て
臣
民
達
を
努
め
て
覺
せ
し
め
て
三
寶
に
歸
依
せ
し
め
よ
、
と
。
か

く
優
波
麹
多
に
依
り

て
読
示
せ
ら
れ
、
善
く
読
か
れ
た
る
を
聞
い
て
王
は
か
く
な
す
で
あ
ち
う
と
い
ひ
て
、
か
や
う
に
會
衆
と
共
に
隨

喜
し
た
。

功
徳
を
得
よ
う
と
欲
す
る
人
女
に
し
て
間
斷
な
く
、
實
に
こ
の
猪
因
縁
談
を
歡
喜
の
心
を
以
て
、
聞
き
、
叉
は
聞
か
し
め
る
と
こ
ろ

ら

う

ヵ

カ

ヵ

り

つ

の
人
々
は
惡
趣
に
行
か
す
、
煩
惱
の
群
に
う
ち
克
ち
て
、
三
徳
に
利
釜
を
な
す
も
の
と
な
り
、
菩
提
行
を
樂
し
み
、
兜
率
世
界
に
至
り

カ

リ

のし

し

リ

セ

も

カ

も

う

も

し

う

彌
勒
菩
薩
に
意

の
如
く
近
事
す
る
。

と
寶
喩
鬘
に
於
け
る
猪
因
縁
談
畢
る
。

以
上
、
猪
因
縁
談

の
梵
文

の
拙
い
二
譯
で
あ
る
が
、

こ
の
兩
者
を
比
較
し
て
、
後
者
が
三
寶
歸
依

の
功
徳
を
力
読
し
、
前
者
を
義
解

し
、
大
乘
的
思
想
を
以
て
敷
衍
増
廣
し
た
傳
道
文
書
な
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
寶
鬘
因
縁
談
は
三
寶
歸
依
を
高
調
す
る
た
め
の
か

か
る
因
縁
談
で
あ
る
が
、
大
乘

の
菩
提
行

の
如
き
も
、

こ
ふ
で
は
読
明
さ
れ
て
居
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
因
縁
談

に
於
て
之
を
委
し
く

読

明
し
て
居
る
。
自
分
は
こ
の
因
縁
談

の
和
譯
を
、
逐
次
試
み
た
い
と
思
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の

一
端
を
紹
介
し
た
る
に

過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

佛
読
嵯
瑞
曩
法
天
子
受
三
歸
依
獲
免
悪
道
經
に
就
て

(高
畠
寛
我
)
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